
北九州広域都市計画地区計画の変更（北九州市決定） 

都市計画企救丘二丁目地区地区計画を次のように変更する。 

名 称 企救丘二丁目地区地区計画 

位 置 北九州市小倉南区企救丘二丁目地内 

面 積 約１．６ha 

地区計画の目標 

当地区は、本市の都心小倉駅前市街地の南約７キロメートルに位置し、北九州市

ルネッサンス構想に基づく東部郊外型住宅ゾーンに当たる。 

都市モノレール小倉線の企救丘停留所に隣接し、当地区の西側から南側にかけて

は、中高層住宅の整備が完了しており、交通至便のよい当地区において中高層住宅

地の整備がされようとしている。 

そこで、本地区計画は、中高層住宅地として適正な制限を定め、良好な市街地環境

を形成することを目標とする。 
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土地利用の

方針 

周辺環境との調和と融合を考慮し、中高層住宅地として土地利用を図り、良好な居

住環境を維持する。 

地区施設の

整備の方針 
歩道、緑地、遊歩道等を適正に配置し豊なコミュニティー空間形成を図る。 

建築物等の

整備の方針 

建築物等の高さの制限及び周辺道路からの適正な壁面後退等により空地を確保

し、ゆとりある街づくりを図る。 
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地区施設の配

置及び規模 

歩 道 
 幅 員 ２．５ｍ  延 長 約３５０ｍ 

 幅 員 １．５ｍ  延 長 約１７０ｍ 

遊歩道  幅 員 ４．０ｍ  延 長 約 ７５ｍ 

緑 地  約１，７４０㎡ 
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地区の区分 Ａ地区 Ｂ地区 

建築物の延

べ面積の敷

地面積に対

する割合の

最高限度 

２０／１０ １５／１０ 

壁面の位置

の制限 

建築物の外壁又はこれに代わる柱の面から道路境界線までの距離は、２．５ｍ～

５．０ｍ以上とする。 

建築物等の

高さの最高

限度 

２５ｍ ２０ｍ 

「区域、地区施設の配置及び壁面の位置の制限は、計画図表示のとおり」 

理 由 

都市計画区域の変更に伴い、「北九州都市計画」を「北九州広域都市計画」に変更するものである。 

当初 ： 平成３年１２月１１日告示 第４３３号  変更（最終） ： 平成２９年１月２４日告示 第２９－２号 




